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(57)【要約】
【課題】Ｗｅｂページの切り替えの際に、ユーザがペー
ジの遷移状態を容易に把握可能な、新規かつ改良された
情報処理装置を提案する。
【解決手段】表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面
を第２Ｗｅｂページ画面へ表示を切り替えるページ切替
部と、前記ページ切替部によるページ切替時の前記第２
Ｗｅｂページ画面の表示が開始される前に、前記第１Ｗ
ｅｂページと前記第２Ｗｅｂページのうちの少なくとも
前記第２Ｗｅｂページに含まれる情報に基づいたページ
切替情報を、前記第１Ｗｅｂページ画面とは異なる報知
画面で報知する切替情報報知部と、を備える、情報処理
装置。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面を第２Ｗｅｂページ画面へ表示を切り替える
ページ切替部と、
　前記ページ切替部によるページ切替時の前記第２Ｗｅｂページ画面の表示が開始される
前に、前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページのうちの少なくとも前記第２Ｗｅｂ
ページに含まれる情報に基づいたページ切替情報を、前記第１Ｗｅｂページ画面とは異な
る報知画面で報知する切替情報報知部と、
　を備える、情報処理装置。
【請求項２】
　前記切替情報報知部は、前記ページ切替情報を前記報知画面においてアニメーションで
表示する、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記切替情報報知部は、前記第１Ｗｅｂページから前記第２Ｗｅｂページへの切替の進
捗に応じて、前記報知画面においてアニメーションを変化させる、請求項２に記載の情報
処理装置。
【請求項４】
　前記情報処理装置は、
　前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページを解析する解析部と、
　前記解析部による解析結果に基づいて、前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページ
の関連性を判定する判定部と、
　前記判定部によって前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページに関連性があると判
定された場合に、前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページの関連性を示す情報に基
づいて前記ページ切替情報を生成する生成部と、
　を更に備え、
　前記切替情報報知部は、前記生成部によって生成された前記ページ切替情報を前記報知
画面で報知する、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記生成部は、前記判定部によって前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページに関
連性がないと判定された場合に、前記第２Ｗｅｂページのみに基づいて前記ページ切替情
報を生成する、請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記生成部は、前記第２ＷｅｂページのＵＲＬ情報、ＩＰアドレス情報、メタ情報、タ
イトル情報の少なくとも一つに基づいて前記ページ切替情報を生成する、請求項５に記載
の情報処理装置。
【請求項７】
　前記生成部は、前記ページ切替部によるページ切替時に、前記前記ページ切替情報を生
成する、請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記情報処理装置は、予め前記ページ切替情報を記憶する記憶部を更に備え、
　前記生成部は、前記記憶部に記憶された複数のページ切替情報の中から、少なくとも前
記第２Ｗｅｂページに関連するページ切替情報を選択する、請求項４に記載の情報処理装
置。
【請求項９】
　前記情報処理装置は、音声を出力する音声出力部を更に備え、
　前記切替情報報知部は、前記ページ切替情報を、前記報知画面で報知すると共に、前記
音声出力部に音声として出力させる、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記第１Ｗｅｂページ及び前記第２Ｗｅｂページは、ツリー構造の階層を有するＷｅｂ
ページ群に含まれ、
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　前記情報処理装置は、ユーザによるフリック操作、ピンチイン操作、ピンチアウト操作
を受け付ける入力部を更に備え、
　前記ページ切替部は、前記入力部が受け付けた前記フリック操作、ピンチイン操作、ピ
ンチアウト操作に応じて、前記第１Ｗｅｂページ画面を前記第２Ｗｅｂページ画面へ表示
を切り替える、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面を第２Ｗｅｂページ画面へ表示を切り替える
ことと、
　ページ切替時の前記第２Ｗｅｂページ画面の表示が開始される前に、前記第１Ｗｅｂペ
ージと前記第２Ｗｅｂページのうちの少なくとも前記第２Ｗｅｂページに含まれる情報に
基づいたページ切替情報を、前記第１Ｗｅｂページ画面とは異なる報知画面で報知するこ
とと、
　を含む、情報処理方法。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面を第２Ｗｅｂページ画面へ表示を切り替える
ことと、
　ページ切替時の前記第２Ｗｅｂページ画面の表示が開始される前に、前記第１Ｗｅｂペ
ージと前記第２Ｗｅｂページのうちの少なくとも前記第２Ｗｅｂページに含まれる情報に
基づいたページ切替情報を、前記第１Ｗｅｂページ画面とは異なる報知画面で報知するこ
とと、
　を実行させるためのプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報処理装置、情報処理方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネットの普及やハードウェア技術の向上に伴って、多くのユーザがパー
ソナルコンピュータや携帯電話機などの情報端末装置を利用するようになっている。この
ような情報端末装置には、Ｗｅｂページを閲覧するためのＷｅｂブラウザが搭載されてお
り、Ｗｅｂブラウザを用いてＷｅｂページを見る機会が増えている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－９２１０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、Ｗｅｂページ同士はリンクによって結ばれており、例えばマウスのクリック
操作等でＷｅｂページが遷移される（切り替えられる）。しかし、Ｗｅｂページの遷移に
は時間を要するが、ユーザがＷｅｂページの遷移状態を容易に把握できる方法が実現され
ていない。
【０００５】
　そこで、本開示は、Ｗｅｂページの切り替えの際に、ユーザがページの遷移状態を容易
に把握可能な、新規かつ改良された情報処理装置を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示によれば、表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面を第２Ｗｅｂページ画面へ
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表示を切り替えるページ切替部と、前記ページ切替部によるページ切替時の前記第２Ｗｅ
ｂページ画面の表示が開始される前に、前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページの
うちの少なくとも前記第２Ｗｅｂページに含まれる情報に基づいたページ切替情報を、前
記第１Ｗｅｂページ画面とは異なる報知画面で報知する切替情報報知部と、を備える、情
報処理装置が提供される。
【０００７】
　また、本開示によれば、表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面を第２Ｗｅｂページ
画面へ表示を切り替えることと、ページ切替時の前記第２Ｗｅｂページ画面の表示が開始
される前に、前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページのうちの少なくとも前記第２
Ｗｅｂページに含まれる情報に基づいたページ切替情報を、前記第１Ｗｅｂページ画面と
は異なる報知画面で報知することと、を含む、情報処理方法が提供される。
【０００８】
　また、本開示によれば、コンピュータに、表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面を
第２Ｗｅｂページ画面へ表示を切り替えることと、ページ切替時の前記第２Ｗｅｂページ
画面の表示が開始される前に、前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページのうちの少
なくとも前記第２Ｗｅｂページに含まれる情報に基づいたページ切替情報を、前記第１Ｗ
ｅｂページ画面とは異なる報知画面で報知することと、を実行させるためのプログラムが
提供される。
【発明の効果】
【０００９】
　以上説明したように本開示によれば、Ｗｅｂページの切り替えの際に、ユーザがページ
の遷移状態を容易に把握することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】Ｗｅｂページ表示システムの構成を示す図である。
【図２】ユーザ端末の詳細構成を示す図である。
【図３】アニメーション生成の流れを示す図である。
【図４】アニメーション表示例１を説明するための図である。
【図５】アニメーション表示例２を説明するための図である。
【図６】報知画面に表示されるアニメーションを示す。
【図７】アニメーション表示例３を説明するための図である。
【図８】アニメーション表示例４を説明するための図である。
【図９】アニメーション表示例５を説明するための図である。
【図１０】アニメーション表示例６を説明するための図である。
【図１１】アニメーション表示例７を説明するための図である。
【図１２】Ｗｅｂページ切替時のアニメーション表示処理を示すフローチャートである。
【図１３】Ｗｅｂページ群のツリー構造を模式的に示した図である。
【図１４】同じ階層のＷｅｂページをサムネイル表示した図である。
【図１５】ピンチイン操作によるページ切替を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１２】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．Ｗｅｂページ表示システムの構成
　２．ユーザ端末の詳細構成
　３．Ｗｅｂページ切替時のアニメーション表示
　　３－１．アニメーション生成の流れ
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　　３－２．Ｗｅｂページ切替時のアニメーションの表示例
　４．Ｗｅｂページ切替時のアニメーション表示処理
　５．ツリー構造のＷｅｂページ群におけるページ切替
　６．まとめ
【００１３】
　＜１．Ｗｅｂページ表示システムの構成＞
　図１を参照しながら、本実施形態に係るＷｅｂページ表示システム１０の構成について
説明する。図１は、Ｗｅｂページ表示システム１０の構成を示す図である。
【００１４】
　図１に示すように、Ｗｅｂページ表示システム１０は、Ｗｅｂサーバ１００と、情報処
理装置の一例であるユーザ端末２００と、ネットワーク３００と、を有する。ユーザ端末
２００とＷｅｂサーバ１００とは、ネットワーク３００を介して通信を行うことが可能で
ある。なお、図１では、ユーザ端末が１つのみ示されているが、ユーザ端末の数は限定さ
れず、２つ以上であっても良い。
【００１５】
　Ｗｅｂサーバ１００は、ユーザ端末２００で表示されるＷｅｂページを管理する。Ｗｅ
ｂサーバ１００は、ユーザ端末２００からのリクエストに応じて、Ｗｅｂページをネット
ワークを介してユーザ端末２００に送信する。Ｗｅｂサーバ１００には、ハードディスク
等の外部記憶装置である記憶部１０２が接続されている。記憶部１０２は、Ｗｅｂページ
に含まれるコンテンツデータ等を記憶する。
【００１６】
　ここで、Ｗｅｂページは、例えば、ＨＴＭＬ（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌ
ａｎｇｕａｇｅ）形式により記述された文書であってもよいし、テキストデータであって
もよい。また、Ｗｅｂページ同士はリンクによって結ばれ、ユーザの操作によってＷｅｂ
ページが切り替えられる。
【００１７】
　ユーザ端末２００は、ユーザによって使用されるパーソナルコンピュータ、携帯電話機
、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、テレビ受信機な
どの電子機器である。ユーザ端末２００には、Ｗｅｂページを閲覧するためのＷｅｂブラ
ウザが搭載されている。
【００１８】
　ユーザ端末２００は、Ｗｅｂサーバ１００からＷｅｂページを取得し、取得したＷｅｂ
ページを表示部にＷｅｂブラウザで表示する。また、ユーザ端末２００は、ユーザの画面
切替操作に応じて、表示部に表示されたＷｅｂページ（第１Ｗｅｂページとも呼ぶ）画面
から、第１Ｗｅｂページのリンク先のＷｅｂページ（第２Ｗｅｂページとも呼ぶ）画面へ
表示を切り替える。
【００１９】
　本実施形態のユーザ端末２００は、詳細は後述するが、ページ切替時の第２Ｗｅｂペー
ジ画面の表示が開始される前に、第１Ｗｅｂページと第２Ｗｅｂページのうちの少なくと
も第２Ｗｅｂページに含まれる情報に基づいたページ切替情報（例えば、アニメーション
情報）を、第１Ｗｅｂページ画面及び第２Ｗｅｂページ画面とは異なる報知画面で報知す
る（例えば、報知画面でアニメーション表示する）。これにより、Ｗｅｂページの切り替
えの際に、ユーザは、報知画面で報知されたページ切替情報を見ることで、ページの遷移
状態を容易に把握することが可能となる。なお、ユーザ端末２００の詳細構成は、後述す
る。
【００２０】
　ネットワーク３００は、ネットワーク３００に接続されているＷｅｂサーバ１００及び
ユーザ端末２００から送信される情報の有線リンク、または無線リンクを含む。例えば、
ネットワーク３００は、インターネット、電話回線網、衛星通信網などの公衆回線網や、
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）を含む各種のＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏ
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ｒｋ）、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）などを含んでもよい。
【００２１】
　＜２．ユーザ端末の詳細構成＞
　図２を参照しながら、ユーザ端末２００の詳細構成について説明する。図２は、ユーザ
端末２００の詳細構成を示す図である。
【００２２】
　図２に示すように、ユーザ端末２００は、入力部２１０と、表示部２２０と、音声出力
部２３０と、通信部２４０と、記憶部２５０と、制御部２６０と、を有する。
【００２３】
　入力部２１０は、ユーザから操作情報の入力を受け付ける機能を有する。入力部２１０
は、ユーザからの入力を受け付けた操作情報を制御部２５０に対して出力する。入力部２
１０は、例えば、マウス、キーボード、タッチパネル等の入力装置により構成される。本
実施形態の入力部２１０は、例えば、表示部２２０に重畳されたタッチパネル上のユーザ
によるフリック操作、ピンチイン操作、及びピンチアウト操作を受け付け可能である。
【００２４】
　表示部２２０は、制御部２５０による制御に基づいて、各種情報を表示する機能を有す
る。表示部２２０は、Ｗｅｂサーバから取得したＷｅｂページの画面を表示する。表示部
２２０は、例えば、Ｗｅｂページ切替時に、報知画面にアニメーション等の動画を表示す
る。表示部２２０は、例えば、液晶ディスプレイ等の表示装置により構成される。
【００２５】
　音声出力部２３０は、制御部２５０による制御に基づいて、音声を出力する機能を有す
る。音声出力部２３０は、例えば、Ｗｅｂページ切替時の報知画面にアニメーションが表
示される際に、Ｗｅｂページ切り替えに関する情報を音声として出力する。音声出力部２
３０は、例えば、スピーカ等の音声出力装置により構成される。
【００２６】
　通信部２４０は、制御部２６０による制御に基づいて、サーバ１００と通信を行う機能
を有する。通信部２４０は、例えば、通信装置により構成され、送信部および受信部とし
て機能し得る。通信部２４０は、例えば、Ｗｅｂサーバ１００からＷｅｂページを受信す
る。
【００２７】
　記憶部２５０は、制御部２６０により使用される各種情報を記憶する機能を有する。記
憶部２５０は、例えば、磁気記憶デバイス等のストレージ装置により構成される。記憶部
２５０は、例えば、Ｗｅｂページ切替時に報知画面に表示されるアニメーション情報（動
画情報）を、予め記憶しても良い。
【００２８】
　制御部２６０は、ユーザ端末２００の動作全体を制御する機能を有しており、例えば、
入力部２１０から出力された操作情報、通信部２４０により受信された情報などに基づい
てユーザ端末２００の動作を制御することが可能である。制御部２６０は、例えば、ＣＰ
Ｕ、ＲＯＭ、ＲＡＭにより構成される。
【００２９】
　図２に示すように、制御部２６０は、ページ取得部２６１と、表示制御部２６２と、ペ
ージ解析部２６３と、関連性判定部２６４と、切替情報生成部２６５と、ページ切替部２
６６と、切替情報報知部２６７と、を有する。なお、本実施形態では、ページ解析部２６
３が解析部に該当し、関連性判定部２６４が判定部に該当し、切替情報生成部２６５が生
成部に該当する。
【００３０】
　ページ取得部２６１は、通信部２４０を介して、Ｗｅｂサーバ１００からＷｅｂページ
を取得する。例えば、ページ取得部２６１は、表示部２２０に第１Ｗｅｂページを表示中
に、第１Ｗｅｂページのリンク先の第２Ｗｅｂページへの表示の切替が操作されると、第
２ＷｅｂページをＷｅｂサーバから取得する。なお、第２Ｗｅｂページの取得が完了する
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まで、時間がかかる。
【００３１】
　表示制御部２６２は、ページ取得部２６１により取得されたＷｅｂページをＷｅｂブラ
ウザで表示するように、表示部２２０を制御する。表示制御部２６２は、Ｗｅｂページの
画面を切り替えるページ切替部２６６の機能を有する。ページ切替部２６６は、例えば、
ユーザによってページ切替が操作されると、表示部２２０の第１Ｗｅｂページの表示画面
（第１Ｗｅｂページ画面）を、第２Ｗｅｂページの表示画面（第２Ｗｅｂページ画面）へ
表示を切り替える。
【００３２】
　ページ解析部２６３は、ページ取得部２６１により取得されたＷｅｂページを解析する
。ページ解析部２６３は、Ｗｅｂページの切替の際に、切替対象の第１Ｗｅｂページ及び
第２Ｗｅｂページを解析する。例えば、ページ解析部２６３は、第１Ｗｅｂページ及び第
２ＷｅｂページのＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）情報、
ＩＰアドレス情報、メタ情報、タイトル情報を解析しうる。ページ解析部２６３は、Ｗｅ
ｂページのコンテンツデータを解析しても良い。
【００３３】
　関連性判定部２６４は、ページ解析部２６３による解析結果に基づいて、第１Ｗｅｂペ
ージと第２Ｗｅｂページの関連性を判定する。例えば、第１Ｗｅｂページ及び第２Ｗｅｂ
ページが音楽のページである場合には、関連性判定部２６４は、２つのＷｅｂページが共
通ジャンル（音楽）のページであり、関連性があると判定する。また、第１Ｗｅｂページ
が検索エンジンのトップページであり、第２Ｗｅｂページがトップページのリンク先であ
るカテゴリーのページ（例えば、スポーツや天気予報等のページ）である場合には、関連
性判定部２６４は、２つのＷｅｂページが上下階層（後述するツリー構造）のページであ
り、関連性があると判定する。また、例えば、第１Ｗｅｂページが音楽のページであり、
第２Ｗｅｂページが予めブックマークに登録されているスポーツのページである場合には
、関連性判定部２６４は、２つのＷｅｂページのジャンルが異なり、関連性が無いと判定
する。
【００３４】
　切替情報生成部２６５は、関連性判定部２６４による判定結果に基づいて、Ｗｅｂペー
ジを切り替える際に報知画面に報知されるページ切替情報を生成する。ここでは、ページ
切替情報が、アニメーション情報（動画情報）であるものとして説明する。
【００３５】
　切替情報生成部２６５は、関連性判定部２６４によって第１Ｗｅｂページと第２Ｗｅｂ
ページに関連性があると判定された場合に、第１Ｗｅｂページと第２Ｗｅｂページの関連
性を示す情報に基づいてアニメーション情報を生成する。例えば、切替情報生成部２６５
は、第１Ｗｅｂページと第２Ｗｅｂページが共通ジャンル（例えば、スポーツのテニス）
のページである場合には、共通ジャンルを示すアニメーション情報（例えば、テニスボー
ルの動きを示すアニメーション）を生成する。
【００３６】
　切替情報生成部２６５は、関連性判定部２６４によって第１Ｗｅｂページと第２Ｗｅｂ
ページに関連性がないと判定された場合に、第２Ｗｅｂページのみに基づいてアニメーシ
ョン情報を生成する。例えば、切替情報生成部２６５は、第１Ｗｅｂページと第２Ｗｅｂ
ページのジャンルが異なる場合には、第２Ｗｅｂページのジャンル情報に基づいて、アニ
メーション情報を生成する。
【００３７】
　このように、切替情報生成部２６５は、関連性判定部２６４による判定結果に応じて、
第１Ｗｅｂページと第２Ｗｅｂページのうちの少なくとも第２Ｗｅｂページに含まれる情
報に基づいたアニメーション情報を生成する。これにより、２つのＷｅｂページの関連の
度合いに応じた最適なアニメーション情報を生成できる。
【００３８】
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　切替情報生成部２６５は、第２ＷｅｂページのＵＲＬ情報、ＩＰアドレス情報、メタ情
報、タイトル情報の少なくとも一つに基づいてアニメーション情報を生成しても良い。例
えば、ＵＲＬ情報やＩＰアドレス情報から、Ｗｅｂページの地域情報が分かるので、切替
情報生成部２６５は、このような地域情報に対応するアニメーションを生成する。また、
メタ情報に含まれるキーワードには、Ｗｅｂサイトの製作者の意図を読み取ることができ
るので、切替情報生成部２６５は、このようなキーワードに対応するアニメーションを生
成する。また、タイトル情報から、Ｗｅｂページの概要が読み取れるので、切替情報生成
部２６５は、タイトルから連想されるアニメーションを生成する。さらに、切替情報生成
部２６５は、ＵＲＬ情報の一部のキーワード（例えば、ｆｉｎａｎｃｅ）から、ファイナ
ンスに関連するアニメーションを生成する。
【００３９】
　このように、第２ＷｅｂページのＵＲＬ情報等に基づいてアニメーション情報が生成さ
れることで、第２Ｗｅｂページのコンテンツデータの解析が不要となるので、ページ切替
の際にアニメーション情報を短時間に生成できる。
【００４０】
　切替情報生成部２６５は、例えば、表示制御部２６２によるページ切替時に、ページ切
替情報を生成する。これにより、Ｗｅｂページの切替の際に、第１Ｗｅｂページと第２Ｗ
ｅｂページのうちの少なくとも第２Ｗｅｂページに適切に対応したアニメーション情報を
、リアルタイムで生成できる。
【００４１】
　切替情報生成部２６５は、記憶部２５０に記憶された複数のアニメーション情報の中か
ら、少なくとも第２Ｗｅｂページに関連するアニメーション情報を選択する。かかる場合
には、予め作成されたアニメーション情報を利用するので、ページ切替の際に新たにアニ
メーション情報を作成する必要が無くなり、制御部２６０の処理負荷を低減できる。
【００４２】
　切替情報報知部２６７は、ページ切替部２６６によるＷｅｂページの切替時の第２Ｗｅ
ｂページ画面の表示が開始される前に、報知画面にページ切替情報を報知する。ここで、
報知画面は、第１Ｗｅｂページ画面及び第２Ｗｅｂページ画面とは異なる画面であり、表
示部２２０の表示領域の全領域に亘る画面である。このような報知画面にページ切替情報
を報知することで、ユーザは、例えば、リンク先の第２Ｗｅｂページに含まれるコンテン
ツの内容を把握でき、また、第２Ｗｅｂページへの遷移が進んでいることを知覚できる。
【００４３】
　切替情報報知部２６７は、例えば、ページ切替情報を報知画面においてアニメーション
（動画）で表示する。アニメーションは、動きの情報を伴うので、ユーザが理解し易い視
聴覚情報となり、Ｗｅｂページの切り替えの際に、ユーザは、Ｗｅｂページの遷移状態を
より適切に把握できる。
【００４４】
　切替情報報知部は、例えば、第１Ｗｅｂページから第２Ｗｅｂページへの切替の進捗に
応じて、報知画面においてアニメーションを変化させる。これにより、ユーザは、Ｗｅｂ
ページの遷移状態をより適切に把握しやすくなる。
【００４５】
　切替情報報知部２６７は、ページ切替情報を、報知画面で報知すると共に、音声出力部
２３０に音声として出力させる。かかる場合には、ユーザは、画面上の画像情報だけで無
く、聴覚でページの切替に関する情報も認識できるので、Ｗｅｂページの遷移状態をより
適切に把握できる。
【００４６】
　＜３．Ｗｅｂページ切替時のアニメーション表示＞
　上述したように、本実施形態のユーザ端末２００は、Ｗｅｂページの切替の際に、第２
Ｗｅｂページの表示が開始される前に、ページ切替情報としてアニメーションを報知画面
に表示する。以下においては、アニメーション生成の具体的な流れと、アニメーションの
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具体的な表示例とについて説明する。
【００４７】
　（３－１．アニメーション生成の流れ）
　図３を参照しながら、アニメーション生成の流れについて説明する。図３は、アニメー
ション生成の流れを示す図である。
【００４８】
　図３に示すように、まず、表示部２２０に表示中のＷｅｂページ（第１Ｗｅｂページ）
及び、切替先の次のＷｅｂページ（第２Ｗｅｂページ）のページ解析が行われる。ページ
解析の結果に基づいて、表示中のＷｅｂページと次のＷｅｂページとの関連性が判定され
る。
【００４９】
　次に、表示中のＷｅｂページと次のＷｅｂページとの関連性に基づいて、アニメーショ
ンが生成される。アニメーションの生成は、ページ切替の際にリアルタイムに新たに作成
されるか、又は、記憶部２５０に予め記憶されたアニメーションの中から対応するアニメ
ーションを選択することで、実行される。
【００５０】
　このように生成されたアニメーションは、表示中のＷｅｂページの表示画面から切り替
わった報知画面に表示される。そして、報知画面でのアニメーション表示の終了後に、画
面が切り替わって次のＷｅｂページが表示される。
【００５１】
　（３－２．アニメーション表示の具体例）
　図４～図１１を参照しながら、Ｗｅｂページの切替時に報知画面に表示されるアニメー
ションの具体例について説明する。
【００５２】
　（アニメーション表示例１）
　図４は、アニメーション表示例１を説明するための図である。アニメーション表示例１
は、検索エンジンのＷｅｂページの画面（第１Ｗｅｂページ画面）Ｓ１から、テニスのサ
イトのＷｅｂページの画面（第２Ｗｅｂページ画面）Ｓ２へ切り替わる際に、報知画面Ｓ
３に表示されるアニメーションを示す。
【００５３】
　図４の報知画面Ｓ３では、例えば、第２Ｗｅｂページの内容に関連するテニスボールが
画面の左から右へ動くアニメーションが表示される。なお、報知画面Ｓ３は、表示部２２
０の画面全域に亘る画面である。なお、サーバ１００からの第２Ｗｅｂページの取得が進
むにつれ、テニスボールの色が濃くなっても良い。すなわち、Ｗｅｂページの切替の進捗
に応じて、アニメーションが変化する。これにより、ユーザは、Ｗｅｂページの切替に際
して、第２Ｗｅｂページのジャンルや、第２Ｗｅｂページへの遷移状態を視覚的に知覚で
きる。
【００５４】
　（アニメーション表示例２）
　図５は、アニメーション表示例２を説明するための図である。アニメーション表示例２
は、日本語の検索エンジンの第１Ｗｅｂページ画面Ｓ１から、英語の検索エンジンの第２
Ｗｅｂページ画面Ｓ２へ切り替わる際に、報知画面Ｓ３に表示されるアニメーションを示
す。なお、検索エンジンが日本語であるか英語であるかは、例えば、ＷｅｂページのＵＲ
Ｌ情報を解析することで、判別できる。
【００５５】
　図５の報知画面Ｓ３では、例えば、地図上で飛行機のマークが、ページの遷移状況に比
例して、日本からアメリカに移動するアニメーションが表示される。これにより、ユーザ
は、日本語の検索エンジンから英語の検索エンジンへ切り替わることを連想できる。なお
、報知画面Ｓ３に表示されるアニメーションとして、図５の代わりに図６に示すように、
立体地図上で飛行機が移動するアニメーションであっても良い。図６は、報知画面Ｓ３に



(10) JP 2012-243077 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

表示されるアニメーションを示す。
【００５６】
　（アニメーション表示例３）
　図７は、アニメーション表示例３を説明するための図である。アニメーション表示例３
は、表示中の音楽サイトの第１Ｗｅｂページ画面Ｓ１から、別の音楽サイトの第２Ｗｅｂ
ページ画面Ｓ２へ切り替わる際に、報知画面Ｓ３に表示されるアニメーションを示す。
【００５７】
　図７の報知画面Ｓ３では、例えば、音楽に関連するアイテム（音符等）が、ページの遷
移状況に比例して、画面上で浮き出てくるアニメーションが表示される。これにより、ユ
ーザは、Ｗｅｂページの切替に際して、第２Ｗｅｂページが音楽関連のサイトであること
や、第２Ｗｅｂページへの遷移状態を視覚的に知覚できる。
【００５８】
　（アニメーション表示例４）
　図８は、アニメーション表示例４を説明するための図である。アニメーション表示例４
は、検索エンジンの第１Ｗｅｂページ画面Ｓ１から、天気予報サイトの第２Ｗｅｂページ
画面Ｓ２へ切り替わる際に、報知画面Ｓ３に表示されるアニメーションを示す。
【００５９】
　図８の報知画面Ｓ３では、例えば、天気予報サイトの予報が晴れの場合には太陽のアニ
メーションが表示され、予報が雨の場合には雨のアニメーションが表示される。これによ
り、ユーザは、Ｗｅｂページの切替に際して、第２Ｗｅｂページが天気予報サイトである
ことや、天気の予報も知覚できる。さらに、第２Ｗｅｂページの取得状況に応じてアニメ
ージョン表示を行うことで、ユーザは、第２Ｗｅｂページへの遷移状態を視覚的に知覚で
きる。
【００６０】
　（アニメーション表示例５）
　図９は、アニメーション表示例５を説明するための図である。アニメーション表示例５
は、検索エンジンの第１Ｗｅｂページ画面Ｓ１から、ファイナンスのサイトの第２Ｗｅｂ
ページ画面Ｓ２へ切り替わる際に、報知画面Ｓ３に表示されるアニメーションを示す。
【００６１】
　図９の報知画面Ｓ３では、金融に関するアニメーションが表示される。例えば、株価が
上昇している場合には、グラフの上昇傾向が示すアニメーションが表示される。これによ
り、ユーザは、Ｗｅｂページの切替に際して、第２Ｗｅｂページがファイナンスのサイト
であることや、株価の状況（株価が上昇していること）を知覚できる。
【００６２】
　（アニメーション表示例６）
　図１０は、アニメーション表示例６を説明するための図である。アニメーション表示例
６は、一のＷｅｂページで検索中の第１Ｗｅｂページ画面Ｓ１から、ブックマークに登録
されている検索エンジンの第２Ｗｅｂページ画面Ｓ２へ切り替わる際に、報知画面Ｓ３に
表示されるアニメーションを示す。
【００６３】
　図１０では、第２Ｗｅｂページがブックマークに登録されているＷｅｂページである場
合に、報知画面Ｓ３にスピーカのマークがアニメーションで表示されると共に、音声出力
部２３０が特定の音を出力する。このように、画面による視覚情報だけでなく、音による
聴覚情報も出力されることで、ユーザは、Ｗｅｂページの切替に際して、第２Ｗｅｂペー
ジがブックマークに登録されているＷｅｂページであることや、第２Ｗｅｂページへの遷
移状態を視聴覚的に知覚できる。
【００６４】
　（アニメーション表示例７）
　図１１は、アニメーション表示例７を説明するための図である。アニメーション表示例
７は、ＳＳＬ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｓｏｃｋｅｔｓ　Ｌａｙｅｒ）に対応しない第１Ｗｅｂペ
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ージ画面Ｓ１から、ＳＳＬに対応する第２Ｗｅｂページ画面Ｓ２へ切り替わる際に、報知
画面Ｓ３に表示されるアニメーションを示す。
【００６５】
　ここで、ＳＳＬは、ネットワーク間でデータを転送する際のセキュリティ機能を付加す
る仕組みである。ＳＳＬに対応したＷｅｂページのＵＲＬは、「https://」で始まり、Ｓ
ＳＬに対応しないＷｅｂページのＵＲＬは、「http://」で始まる。
【００６６】
　図１１の報知画面Ｓ３では、例えば、鍵がロックされるアニメーションが表示される。
これにより、ユーザは、ＳＳＬに対応しないＷｅｂページからＳＳＬに対応したＷｅｂペ
ージに切り替わることを認識することができる。なお、ＳＳＬに対応したＷｅｂページか
らＳＳＬに対応しないＷｅｂページへ切り替える場合には、報知画面で鍵に「Ｘ」のマー
クがアニメーション表示されても良い。
【００６７】
　＜４．Ｗｅｂページ切替時のアニメーション表示処理＞
　図１２を参照しながら、ユーザ端末２００によるＷｅｂページ切替時のアニメーション
表示処理について説明する。図１２は、Ｗｅｂページ切替時のアニメーション表示処理を
示すフローチャートである。
【００６８】
　本処理は、ユーザ端末２００の制御部２６０のＣＰＵが、ＲＯＭに格納されているプロ
グラムを実行することによって、実現される。図１２のフローチャートは、ユーザ端末２
００が、Ｗｅｂサーバ１００の一のＷｅｂページ（第１Ｗｅｂページ）を取得したところ
から開始される。
【００６９】
　まず、制御部２６０の表示制御部２６２が、Ｗｅｂサーバ１００から取得した第１Ｗｅ
ｂページを、表示部２２０に表示する（ステップＳ１０２）。
【００７０】
　次に、制御部２６０は、第１Ｗｅｂページ画面上で、ユーザによってページ切り替えの
操作がなされたか否かを判定する（ステップＳ１０４）。例えば、制御部２６０は、第１
Ｗｅｂページのリンク先のＷｅｂページ（第２Ｗｅｂページ）が選択されたか否かを判定
する。
【００７１】
　ステップＳ１０４でページ切り替えの操作がされていないと判定された場合には（Ｎｏ
）、表示制御部２６２は、表示部２２０による第１Ｗｅｂページの表示を継続する。一方
で、ステップＳ１０４でページ切り替えの操作がされたと判定された場合には（Ｙｅｓ）
、ページ取得部２６１は、Ｗｅｂサーバ１００から第２Ｗｅｂページの取得を開始する（
ステップＳ１０８）。
【００７２】
　次に、ページ解析部２６３は、第１Ｗｅｂページと、取得中の第２Ｗｅｂページの解析
を行う（ステップＳ１０８）。例えば、ページ解析部２６３は、第１Ｗｅｂページ及び第
２ＷｅｂページのＵＲＬ情報、ＩＰアドレス情報、メタ情報、タイトル情報を解析する。
【００７３】
　次に、関連性判定部２６４は、ページ解析部２６３による解析結果に基づいて、第１Ｗ
ｅｂページと第２Ｗｅｂページの関連性を判定する（ステップＳ１１０）。例えば、関連
性判定部２６４は、２つのＷｅｂページが共通ジャンルのサイトであるかを判定する。
【００７４】
　次に、切替情報生成部２６５は、関連性判定部２６４による判定結果に基づいて、ペー
ジ切替情報としてのアニメーションを生成する（ステップＳ１１２）。例えば、第１Ｗｅ
ｂページと第２Ｗｅｂページが共通ジャンルのサイト（例えば、スポーツのテニス）であ
る場合には、切替情報生成部２６５は、共通ジャンルを示すアニメーション情報（例えば
、テニスボールの動きを示すアニメーション）を生成する。一方で、切替情報生成部２６
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５は、第１Ｗｅｂページと第２Ｗｅｂページのジャンルが異なる場合には、第２Ｗｅｂペ
ージのジャンル情報に基づいて、アニメーション情報を生成する。これにより、２つのＷ
ｅｂページの関連の度合いに応じた最適なアニメーション情報を生成できる。
【００７５】
　次に、表示制御部２６２は、図３等に示すように、表示部２２０の画面（第１Ｗｅｂペ
ージが表示された画面Ｓ１）を報知画面Ｓ３に切り替えて、生成したアニメーションを表
示する（ステップＳ１１４）。画面が切り替わることで、報知画面Ｓ３の画面サイズが大
きくなり、表示されるアニメーションが目立つので、ユーザはアニメーションを知覚しや
すくなる。また、アニメーション表示の際に、表示制御部２６２は、第１Ｗｅｂページか
ら第２Ｗｅｂページへの切替の進捗に応じて、報知画面においてアニメーションを変化さ
せる。これにより、ユーザは、Ｗｅｂページの遷移状態を容易に把握できる。
【００７６】
　次に、表示制御部２６２は、アニメーションが終了したら、図３等に示すように、画面
を切り替えて第２Ｗｅｂページの画面（画面Ｓ２）を表示する（ステップＳ１１６）。す
なわち、第２Ｗｅｂページのデータのサーバ１００からの取得が完了すると、アニメーシ
ョンが終了し、第２Ｗｅｂページが表示部２２０に表示される。
【００７７】
　上述した本処理によれば、第２Ｗｅｂページの表示が開始される前に報知画面にアニメ
ーションを表示することで、表示されるアニメーションが目立つ。このため、ユーザは、
Ｗｅｂページの切替の際に、第２Ｗｅｂページに含まれるコンテンツの内容を把握でき、
また、第２Ｗｅｂページへの遷移が進んでいることを知覚できる。
【００７８】
　＜５．ツリー構造のＷｅｂページ群におけるページ切替＞
　上述した表示部２２０に表示されるＷｅｂページの中には、ツリー構造の階層を有する
Ｗｅｂページ群がある。例えば、Ｗｅｂページ群として、検索エンジンのＷｅｂページが
トップページであり、下位階層のページとして、各カテゴリー（ニュースやファイナンス
等）のＷｅｂページがある。前述した第１Ｗｅｂページ及び第２Ｗｅｂページも、ツリー
構造を有するＷｅｂページ群に含まれうる。
【００７９】
　図１３は、Ｗｅｂページ群のツリー構造を模式的に示した図である。図１３における白
丸が、Ｗｅｂページを示す。図１３では、ＷｅｂページＡ１がＷｅｂページ群のトップペ
ージである。ＷｅｂページＢ１、Ｂ２は、ＷｅｂページＡ１の下位階層の各カテゴリー（
ニュースやファイナンス等）のページである。ＷｅｂページＣ１～Ｃ４は、Ｗｅｂページ
Ｂ１、Ｂ２の更に階層のページである。このように、ＷｅｂページＡ１、Ｂ１、Ｃ１は、
それぞれ階層が異なるページである。
【００８０】
　各カテゴリーのＷｅｂページＢ１、Ｂ２は、同じ階層のページである。この場合には、
Ｗｅｂページのドメインが異なっていても、同じ階層として扱われる。同様に、Ｗｅｂペ
ージＣ１、Ｃ２、Ｃ３も、同じ階層のページである。また、例えば技術の解説等の連続し
たＷｅｂページにおいては、現在表示中のページと次のページは、同じ階層のページであ
る。この場合には、同じドメインで同じ階層になる。
【００８１】
　上述したＷｅｂページ群のツリー構造の解析や生成に関するアルゴリズムは、既に知ら
れている。例えば、検索エンジンのディレクトリや、ＯＤＰ（Ｏｐｅｎ　Ｄｉｒｅｃｔｏ
ｒｙ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）等が知られている。
【００８２】
　次に、上述したＷｅｂページ群におけるページ切替について説明する。以下においては
、同じ階層のＷｅｂページ同士の間におけるページ切替と、異なる階層のＷｅｂページ同
士の間におけるページ切替とについて説明する。
【００８３】
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　まず、同じ階層のＷｅｂページ同士の間におけるページ切替について説明する。ツリー
構造のＷｅｂページ群の場合には、Ｗｅｂページを切り替えるときに、タッチパネル（入
力部２１０）上のフリック操作のみでページを切り替えることが可能である。例えば、検
索エンジン等による検索結果のうちの一つのＷｅｂページを表示しているときに、フリッ
ク操作によって次のページ（同じ階層のページ）に送る動作をすると、次のページが表示
される。
【００８４】
　また、ページ番号が振られているＷｅｂサイトではフリック操作により、次のページに
ページを送ることができる。なお、次のページにページを送ろうとすると、図１４に示す
ように、同じ階層のＷｅｂページのサムネイル一覧が表示され、一覧の中の一つを選択す
ることで、選択されたＷｅｂページ（太枠で囲まれたＷｅｂページ）に切り替えても良い
。図１４は、同じ階層のＷｅｂページをサムネイル表示した図である。
【００８５】
　このように、同じ階層のＷｅｂページ間において、フリック操作のみによってページ切
替が行なわれるので、ユーザは、クリック操作することなく、簡単にページ切替を行うこ
とができる。
【００８６】
　次に、異なる階層のＷｅｂページ同士の間におけるページ切替について説明する。異な
る階層のＷｅｂページ間のページ切替は、タッチパネル（入力部２１０）上のピンチイン
操作やピンチアウト操作によって行われうる。
【００８７】
　図１５は、ピンチイン操作によるページ切替を説明するための図である。例えば、第ｎ
章ｍ節のＷｅｂページが表示されているときに、図１５に示すようにピンチイン操作が行
われると第ｎ章の節の一覧ページが表示され、ピンチアウト操作が行われるとｍ節分のサ
ムネイル一覧（図１４参照）が表示される。
【００８８】
　このように、異なる階層のＷｅｂページ間においても、ユーザは、クリック操作するこ
となく、簡単な操作によりページ切替を行うことができる。
【００８９】
　＜６．まとめ＞
　本実施形態のユーザ端末２００は、上述したように、ページ切替時の第２Ｗｅｂページ
画面の表示が開始される前に、ページ切替情報（例えば、アニメーション情報）を報知画
面で報知する（例えば、報知画面でアニメーション表示する）。このような報知画面にペ
ージ切替情報を報知することで、ページ切替情報が目立って表示されることとなる。この
ため、ユーザは、Ｗｅｂページの遷移状態を容易に把握することができる。また、ユーザ
は、リンク先の第２Ｗｅｂページに含まれるコンテンツの内容や、第１Ｗｅｂページとの
関連性を認識できる。
【００９０】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【００９１】
　上記では、報知画面にページ切替情報としてアニメーション等の動画が表示されること
としたが、これに限定されない。例えば、報知画面に静止画が表示されても良い。
【００９２】
　上記では、報知画面は、表示部２２０の表示領域の全領域に亘る画面であることとした
が、これに限定されない。例えば、報知画面は、表示部２２０の表示領域の一部の領域の
画面であっても良い。
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【００９３】
　上記では、報知画面から画面が切り替わって、第２Ｗｅｂページ画面が表示されること
としたが、これに限定されない。例えば、報知画面に対して第２Ｗｅｂページが重畳して
表示さることとしても良い。かかる場合に、報知画面が薄く表示されたり、報知画面が第
２Ｗｅｂページ画面の一部として表示されうる。
【００９４】
　また、上記では、ユーザ端末が表示部を有することとしたが、これに限定されず、表示
部は、ユーザ端末の外部装置に設けられていても良い。かかる場合には、ユーザ端末が、
外部装置の表示部の表示を制御する。
【００９５】
　また、上記の実施形態のフローチャートに示されたステップは、記載された順序に沿っ
て時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくとも、並列的に
又は個別的に実行される処理をも含む。また時系列的に処理されるステップでも、場合に
よっては適宜順序を変更することが可能であることは言うまでもない。
【００９６】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面を第２Ｗｅｂページ画面へ表示を切り替
えるページ切替部と、
　前記ページ切替部によるページ切替時の前記第２Ｗｅｂページ画面の表示が開始される
前に、前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページのうちの少なくとも前記第２Ｗｅｂ
ページに含まれる情報に基づいたページ切替情報を、前記第１Ｗｅｂページ画面とは異な
る報知画面で報知する切替情報報知部と、
　を備える、情報処理装置。
（２）前記切替情報報知部は、前記ページ切替情報を前記報知画面においてアニメーショ
ンで表示する、前記（１）に記載の情報処理装置。
（３）前記切替情報報知部は、前記第１Ｗｅｂページから前記第２Ｗｅｂページへの切替
の進捗に応じて、前記報知画面においてアニメーションを変化させる、前記（２）に記載
の情報処理装置。
（４）前記情報処理装置は、
　前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページを解析する解析部と、
　前記解析部による解析結果に基づいて、前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページ
の関連性を判定する判定部と、
　前記判定部によって前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページに関連性があると判
定された場合に、前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページの関連性を示す情報に基
づいて前記ページ切替情報を生成する生成部と、
　を更に備え、
　前記切替情報報知部は、前記生成部によって生成された前記ページ切替情報を前記報知
画面で報知する、前記（１）から（３）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（５）前記生成部は、前記判定部によって前記第１Ｗｅｂページと前記第２Ｗｅｂページ
に関連性がないと判定された場合に、前記第２Ｗｅｂページのみに基づいて前記ページ切
替情報を生成する、前記（４）に記載の情報処理装置。
（６）前記生成部は、前記第２ＷｅｂページのＵＲＬ情報、ＩＰアドレス情報、メタ情報
、タイトル情報の少なくとも一つに基づいて前記ページ切替情報を生成する、前記（５）
に記載の情報処理装置。
（７）前記生成部は、前記ページ切替部によるページ切替時に、前記前記ページ切替情報
を生成する、前記（４）から（６）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（８）前記情報処理装置は、予め前記ページ切替情報を記憶する記憶部を更に備え、
　前記生成部は、前記記憶部に記憶された複数のページ切替情報の中から、少なくとも前
記第２Ｗｅｂページに関連するページ切替情報を選択する、前記（４）から（６）のいず
れか一項に記載の情報処理装置。
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（９）前記情報処理装置は、音声を出力する音声出力部を更に備え、
　前記切替情報報知部は、前記ページ切替情報を、前記報知画面で報知すると共に、前記
音声出力部に音声として出力させる、前記（１）から（８）のいずれか一項に記載の情報
処理装置。
（１０）前記第１Ｗｅｂページ及び前記第２Ｗｅｂページは、ツリー構造の階層を有する
Ｗｅｂページ群に含まれ、
　前記情報処理装置は、ユーザによるフリック操作、ピンチイン操作、ピンチアウト操作
を受け付ける入力部を更に備え、
　前記ページ切替部は、前記入力部が受け付けた前記フリック操作、ピンチイン操作、ピ
ンチアウト操作に応じて、前記第１Ｗｅｂページ画面を前記第２Ｗｅｂページ画面へ表示
を切り替える、前記（１）から（９）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（１１）表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面を第２Ｗｅｂページ画面へ表示を切り
替えることと、
　ページ切替時の前記第２Ｗｅｂページ画面の表示が開始される前に、前記第１Ｗｅｂペ
ージと前記第２Ｗｅｂページのうちの少なくとも前記第２Ｗｅｂページに含まれる情報に
基づいたページ切替情報を、前記第１Ｗｅｂページ画面とは異なる報知画面で報知するこ
とと、
　を含む、情報処理方法。
（１２）コンピュータに、
　表示部に表示された第１Ｗｅｂページ画面を第２Ｗｅｂページ画面へ表示を切り替える
ことと、
　ページ切替時の前記第２Ｗｅｂページ画面の表示が開始される前に、前記第１Ｗｅｂペ
ージと前記第２Ｗｅｂページのうちの少なくとも前記第２Ｗｅｂページに含まれる情報に
基づいたページ切替情報を、前記第１Ｗｅｂページ画面とは異なる報知画面で報知するこ
とと、
　を実行させるためのプログラム。
【符号の説明】
【００９７】
　１０　　　Ｗｅｂ表示システム
　１００　　サーバ
　１０２　　記憶部
　２００　　ユーザ端末
　２１０　　入力部
　２２０　　表示部
　２３０　　音声出力部
　２４０　　通信部
　２５０　　記憶部
　２６０　　制御部
　２６１　　ページ取得部
　２６２　　表示制御部
　２６３　　ページ解析部
　２６４　　関連性判定部
　２６５　　切替情報生成部
　２６６　　ページ切替部
　２６７　　切替情報報知部
　３００　　ネットワーク
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】

【図１４】

【図１５】
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